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実行委員会規約　例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　○○○○小学校わくわくキャンパス実行委員会規約
　（名称）
第１条　この会は、○○○○小学校わくわくキャンパス実行委員会（以下「実行委員会」という。）という。
　（目的）
第２条　実行委員会は、地域の子どもたちが安全に・安心して活動できる居場所を設け、放課後の小学生を対象としたスポーツや文化活動などの様々な体験活動や地域住民との交流活動等を支援する「千葉市放課後子ども教室推進事業」（わくわくキャンパス）の円滑な推進を図ることを目的とする。
　（業務）
第３条　実行委員会は、次の業務を行う。
（１）実施計画の策定に関すること。
（２）学校、教育委員会、関係機関等との連絡調整に関すること。
（３）安全管理に関すること。
（４）広報活動に関すること。
（５）千葉市放課後子ども教室推進事業の実施に必要な人の確保に関すること。
（６）その他前条の目的達成に必要な事項に関すること。
　（組織）
第４条　実行委員会は、次に掲げる者をもって組織する。
（１）学校関係者
（２）ＰＴＡ関係者
（３）青少年団体関係者
（４）文化団体関係者
（５）ボランティア団体関係者
（６）その他放課後子ども教室推進事業の実施に必要と認められる者
　（役員）
第５条　実行委員会に、次の役員を置く。
（１）会長　１人
（２）副会長　１人
（３）会計　２人以内
（４）監事　２人以内
２　会長及び副会長は、前条の規定により実行委員会を組織する者（以下「委員」という。）の互選により定める。
３　会長は、実行委員会を代表し、会務を総理する。
４　副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。
５　会計は、実行委員会の会計事務に従事する。
６　監事は、会計を監査する。
　（任期）
第６条　役員の任期は、１年以内とする。ただし、再任は妨げない。
　（会議）
第７条　実行委員会の会議（以下「会議」という。）は、必要に応じて会長が招集し、会長が議長となる。
２　会議は、委員の過半数の出席をもって成立する。
３　会議の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。
　（事務局）
第８条　実行委員会の事務局は、○○○○小学校内（住所○○区○○町○○番地）に置く。
２　事務局員は、コーディネーター及び○○○○小学校教頭とする。
　（経費）
第９条　実行委員会の経費は、会費及びその他の収入をもって充てる。
２　実行委員会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。
　（委任）
第１０条　この規約に定めるもののほか、実行委員会の運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。
　　　附　則
　この規約は、　　○○年○月○日から施行する。
